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［ 注 意 事 項 ］ 

        １． この問題冊子は、「解答を始めなさい｡」の指示があるまで開いてはならない。 

                ２． 指示があれば直ちに、問題冊子の枚数（表紙、白紙を含めて４枚）を確認し、表紙に 

           受験番号（１ヶ所）及び氏名を記入すること。（「整理番号」欄は記入しないこと｡） 

                ３． この問題冊子は、切り離してはならない。 

                ４． 裏面を解答用に使用してもよいが、表紙の「きりとり線」より下部には、記入しないこと。 

                ５． 専門科目の配点は、２００点とする。 
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２０２７年度  

 

 

【病態機能分析学】  

 

 

 

 

＊整理番号 

 

                     

                                          

          

 

 

１．  放射性医薬品を用いる「ラジオセラノスティクス」について、臨床応用されている薬剤を挙げ、 

その原理と特長を説明せよ。 

 

解答欄 

 

・ 111In-イブリツモマブ  チウキセタン（ゼヴァリン）（SPECT診断薬）と 90Y-イブリツモマブ  チ

ウキセタン（ゼヴァリン）（β線治療薬）  

・ 68Ga-PSMA-11（PET診断薬）と 225Ac-PSMA-617（α線治療薬）  

・ 68Ga-DOTA-TATE (PET診断薬 )と 177Lu-DOTA-TATE（ルタセラ）（β線治療薬）  

 

などのセラノスティクス用放射性薬剤の組み合わせを挙げつつ、  

 

SPECTやPET用RIで標識したリガンドで診断し、同一の生体内動態を示すリガンドをアルファ線

やベータ線核種で置換した薬剤でがんの治療を行う。  

 

これにより、  

 

・がん病巣集積の確証  

・定量化  

・薬物動態的情報の取得  

・治療効果予測  

・治療効果評価  

・有害事象予測  

 

などが可能となる。  

 

 

 

 

 

 

 

問題は次のページへ続く
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２０２７年度  

 

 

【病態機能分析学】  

 

 

 

 

＊整理番号 

 

                     

                                          

          

 

 

２．  放射性金属核種を標的指向性リガンド（ペプチドや抗体など）に導入する方法とその生体内挙動  

について、放射性ハロゲン核種を導入する場合と比較しながら説明せよ。  

 

解答欄 

 

・ 共有結合（ハロゲン） vs 配位結合（金属） 

・ ２機能性キレート剤の利用（金属側での必須性） 

・ 反応条件の差（ハロゲンの有機溶媒・加熱 vs 金属の水系・迅速・緩和） 

・ 生体内安定性の要因（脱ハロゲン化酵素 vs 錯体の熱力学・速度論的安定性） 

・ 代謝・集積挙動（遊離ヨウ素の甲状腺集積 vs 遊離金属の骨・肝臓集積、または残留性の違い） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


